
MASCOT Distiller : 機能

・rawデータからピークを判定し抽出

・decharge
[多価フラグメントピークを認識し１価相当のm/zに変換]

・キメラスペクトル作成
[複数ペプチド由来のMS/MSデータを認識]
[１つのMS/MSデータに複数のprecursor値]

・Mascot Daemonと連動

[追加のモジュールでできるようになる事]
・denovo sequencing
・Distiller上で検索結果を受け取り、rawデータと検索結果を結び付ける
・定量解析
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MASCOT Daemon：機能

・複数のデータを同一検索条件で検索実施

・rawデータ変換プログラム (Distiller, ProteoWizard MSconvert)の適用

・データの結合

・CSVファイル出力

・装置付属のソフトウェアを使わず
MASCOT検索が可能
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MASCOT Daemon + Distiller  どんな時にお勧めか

● 複数の装置のデータ解析において、ピーク抽出プログラムを揃えたい

● 他社ソフトウェア以外の解析方法でMASCOT検索したい

● decharge機能 [多価フラグメントピークを認識し１価相当のm/zに変換] を使いたい

● キメラスペクトル作成 [複数ペプチド由来のMS/MSデータを認識] 機能を使いたい
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[1] File -> New Project-> rawデータの種類

[2] ファイルを選択

Distiller上での操作手順 : raw ファイルの読み込み
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[4] 「Open」をクリック

[3] Processing option を選択



[5] Processing ->Process All Scans

Distiller上での操作手順 : ピーク抽出
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ピーク抽出後、各データのピークリストや
スペクトルデータ上でのピークを確認できる



[6] Analysis

-> Mascot Search 

-> All Peaklists

Distiller上での操作手順 : MASCOT 検索
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[7] 検索パラメーターを入力し、

”Start Search”



「Peak List」タブではScan number と
MASCOT検索結果を連動させた表示が可能

Distiller上での操作手順 : MASCOT 検索結果受取
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「Proteins」タブでは同定タンパク質
並びにアサインペプチドの情報を確認



Daemon+Distiller の操作手順 : Parameter Editor
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[1] 「Parameter Editor」タブをクリック

[2] 検索条件を指定

[3] 「Save」または
「Save As」ボタンで
設定ファイルを保存



[7] 検索対象となるファイルを選択

Daemon + Distiller の操作手順 : Task Editor
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[4] 「Task Editor」タブをクリック

[5] Task名を指定

[6] Parameter 

ファイルを選択 [8] *検索ファイルがrawデータの場合

rawデータを変換するプログラムとその
オプションを指定

Optionについては次スライドで補足説明

[9] Runボタンを押して検索開始



補足説明 : Data import filterのOptionsダイアログ[MASCOT Distiller]
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[a] RAWデータの種類を選択

[b] ピーク抽出に対する
Distillerのパラメータセット
ファイルを選択

[c] dechargeするときは「MH+」を選択



Daemon + Distiller の操作手順 : 検索待ち
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実施したTaskが「Status」
タブに表示される

「Event log」タブではtask

の進捗状況を確認できる



Daemon + Distiller の操作手順 : 検索結果の確認

12

[12] result file URL の項目をクリック
すると、結果画面が表示される

[10] 検索が完了すると、task名の
前のマークが となる。

[11] rawデータのファイル名が記されたフォルダを
クリックすると、結果のまとめが表示される
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